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ドイツ連邦共和国の各州地質調査所

③

私はすでに地質ニュｰス150号にドイツ連邦地質調査

所について157号および161号にドイツ連邦共和国の北

部および中部にある各州地質調査所にっいてそれぞれ

お伝えしてきた.六号では南部にあるバｰデンｰヴ

ユルテンベルク地質調査所およびバイエノレン地質調

査所についてお知らせして各州地質調査所の記事をお

わりとしたい.

バｰデンｰヴユルテンベルク地質調査所については

直接訪ねることができなかったので簡単にお伝えするが

鉱床部の関根良弘金属課長は1958年から1959年にかけて

鉱床研究のため西欧に留学されたがその間バｰデンｰ

ヴユノレテ1■ベルク地質調査所で研究されたことがあるの

で詳細については直接関根課長にお尋ねいただきたい.

バｰデンｰヴユルテンベルク地質調査所

(GeologischesLandesamtinBaden-Wむrttemberg)

所在地:78Freiburg三Brsg.Albe.t-Strasse5

1.環境バｰデンｰヴユルテンヘノレグ州はラインラ

ントｰファルツ州やヘッセン州の南方そしてバイエノレ

ン州の西方に位置する.州の酉辺および南辺はいずれ

もライン河をへだててフランス国およびスイス国と境

する.バｰデンｰヴユルテンベルク州を地質学的にみ

るとおそらく先カンブリア紀あるいはバリスカンの花崩

岩や変成岩からできているシュヴァルツヴアルト(Sch-

warzwald)山脈ドイツ相の三畳系が広く分布するシュ

ワｰプ･フランク･ジュトユｰフェンランド(Schw註b一

神戸信和

Fr註nkStufenland)ユ系からたるシュワｰプ･アノレプ

(Schw註b1scheA1b)漸新統や中新統が広く分布するモラ

ッセ盆地を含むアノレプス北縁の高原地帯(A1penvorland)

白亜系第四系からなり第三紀にできた鉱産資源を有す

るライン峡谷(Rheinta1)の地区にわかたれる.これは

まだこの地方の重要な地理学的区分でもある.

私がバｰデンｰヴユルテンベルク州を訪ねたのはち

ょうどユ965年9月下旬に国際水理地質学会(Intematio-

na1eAssoziationderHydrogeologen)の巡検旅行に参

加してノ･ノｰバｰ市からボン市(Bonn)マンノ･イム市

(Mamheim)を通りウノレム市(U1m)からバイエルン州

に向かった折であった.シュワｰプ･フランク･ジュ

トユｰフェンランド(Schw註bfr身nkStufen1and)からシ

ュワｰプ･アノレブ(Schw註bische刈b)へかけては階段

的た地形的高まりを示しちょうどドイツ相三畳系の地

域からユラ系石灰岩の地域へと移りかわったのに気が

ついたのは今でも記憶にはっきりと残っている.

バイェノレン州にまでおよんでいるシュワｰプ･アルプ

のユラ系石灰岩地域に発達する地下水の工業用水への

利用はミュンヘン市(M血nchen)郊外の氷堆石(Mor生

ne)から湧出する地下水の工業用水への利用とともに

きわめて印象的である.

さて地質調査所のあるフライブルグ市(Freibu工g)はち

ょうどシュヴァルツヴァノレト(Schwarzwald)の東縁にあ

りライン河に近くまたフランス領あるいはスイス領

第2図フランス宅賛ク四ツ(c旭王｡ら)付近にて猛ラ山剛派(Jur邑魯s三scも色聾

Gehrge)の偉容

錦3国スワビャヴ秘ヅ(警統械もi豊ホ讐Alb)の都会ウルム布(mm)

左側にそびえるのは大寺院ここの建造物は第三紀のモラッセ

砂岩が使われているという�
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にきわめて近い.フライプノレグ市は1120年にできた町

で4世紀にはオｰストリアに属しており三度フラン

スに侵略されさらに三度オｰストリアに属したことが

ある.現在はバｰデンｰヴユルテンベルク州の首都で

ユ5万の人口を擁し文化商業の中心である.ここには

1457年に創立されたフライプノレグ大学(Albert･Ludwigs-

Universi溢tFreiburg)がある.

ドイツには古くから大学町(UniVerS三価SStadt)というの
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第1図ドイツ連邦共和国の各州地質調査所の

所在地(鑑印)および主要地名

1.ゲツチンゲン(Gδ冊瓦ge口)

2.マｰルブルグ(M町b㎜g)

3.マンハイム(M㎜由e㎞)

4.ノ･イデルペルグ(He三delbeτg)

5.カｰルスルｰ工(K町1smhe)

6.ジュトユットガノレト(S軸廿ga市)

7.チュｰビンゲン(Tii止i口ge口)

8.ノ{一七ノレ(Bagel)

9.ウルツブルク(W耐加rg)

101バイロイト(Ba;πe口止h)

n.エアランゲン(】≡Hangen)

12.ニュｰルンヘノレグ(N直㎜be昭)

13.ブルクバｰゲル(B1皿曲agel)

14.ウルム(U[㎜)

15.アウグスブルク(A佃gsbu■9)

16.コッヘル(Koche1)

17.ガルミッシュ･パルテンキルベン

(GamisdコｰP㎡e止ir出e亙)

18.インスブルック(I口nghn1ck)

a.ハルツ山脈(Ha冊)

b.スペッサルト(S畔ss榊)

c.オｰデンバルド(Ode皿w出d)

d.ケｰニヒシュトゥｰノレ山(K6nigSS汕)

e.クライッヒガゥ(K■あChgau)

{.ストロンペルグ(S泣｡皿berg)

9.バウランド(Ba出and)

h.タウバｰグリュンド(丁舳beτ駆㎜1d)

i.j.ボｰエン恨一エル山地(HOke記0heτ

L㎜d)

k.シュワｰプ･フランク･ジュトユｰプユン

ランド(Schw童b.･F過n長.･S血fed㎜d)

1.ホｰエンツォレルン･アルプ

(Hohe脳｡11e㎜汕b)

lm.シュヴプルツヴアルト(Schwaπwa1d)

皿.ボｰデンゼｰ(Bode回8ee)

o.フランケンワルト(Fr㎜ke口wa1d)

P.フィヒテル山脈(Fi凸telGebirge)

q.オｰバ'フュルツァｰワルド

(Obe叩f砒erWald)

第4図スワビヤ･アルプのブルクバｰゲル(遣岨幽塾醗三)

にある給水設備の内部ここではおもにユラ系

石灰岩カルスト(Karst)からの湧水を集めて

ろかする

第δ国ミュ:/ヘン市東南方のライザッハ(Re三sa出)にある集水タンク

は主として氷堆石(Moτ釦e)からの集水につとめる

ここで�
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がありここフライブルグはゲツチンゲン(G6ttingen)

マｰノレブルク(Marburg)チュｰビンゲン(丁廿bingen)の

町とともに大学町の名にふさわしい.ゲヅチンゲン

は二一ダｰサクセン州の東南端に位置し人口8万を擁

し1737年に創立されたケッチンゲン大学(Georg･August-

U㎡versi蹴Gδttingen)ポある.マｰノレブノレグはヘッ

セン州のラｰン河(d三eLahn)のほとりにある人口わずか

5万の町で1527年に創立されたマｰルブルグ大学

(P1〕ilipPs-U口iマersit註tMlarburg/Lahn)がある.チュｰ

ビンゲンはバｰデンｰヴユルテンベルク州のほぼ中央部

ネカｰ河(derNeckar)の上流に位置し人口はマｰルブ

ルグを多少うわまわる程度で1477年に創立されたチュ

ｰビンゲン大学(Eberhard汲arls-Universit註tT砒ngen)

がある.

ドイツは戦前戦後を通じて科学技術文化の面にお

いて世界のあらゆる国にすぐるともおとらない水準

を保持し幾多の敗戦にもかかわらずなお隆々とした

発展を続けている.このことはドイツ人のあるいはゲ

ルマン民族のすぐれた資質によるのであろうが大学町

の存在を許すようなそして必然的に生まれるような

国民相互の為政者相互の科学および文化への造詣と

協力とによる偉大な産物といえよう.同時に科学技術

の向上と文化の発展そして科学技術者の養成こそ一国

のあるいは世界の貴重な財産であることを忘れては在ら

ない.

2.機構バｰデンｰヴユルテンベルク地質調査所は

管理部地質図幅部鉱床部水理地質･水資源供給部

基盤地質部土壌地質部およびジュトユヅトガルト支

所(St砒gartZweigstene)に分かたれさらに各部は次の

ごとき課に分かたれて地質調査研究業務が進められて

いる.

管理部:総務課図書課出版課地図印刷課標

本課実験課資料課に分かれて管理業務が行なわれ

ている.

地質図幅部:ここでは各地質対象別ではなく各地

域対象別に次の課が運営されている.

ライン峡谷(Rhe三nta1)オｰデンパノレト(Odenwald)タ

ウバｰグリュンドおよびバウランド(Taube㎎rundund

Bauland)クライッヒガウ(Kraichgau)ボｰエンロｰ

エル山地(HohenloherLand)ストロンベルクおよび中

部ネッカｰ山地(Stro㎜bergund㎡捌eresNeckar1and)

東ヴユノレテンベルク･コイパｰ山地(Ostw廿雌embergi-

schesKeuperbergland)ジュバルツワルドおよび上部

ネッカｰ山地(Schwar2wald-Deckgebirgeundoberes

N㏄karland)ストロｰゴイおよびジュバルツワノレド前

縁山地(Strohg加undSchwa12wald-Vor1and)西部ア

ノレプおよび前縁山地(WesかA1bundderenVorland)

東部アルプ前縁山地(OstlichesAlトVor1and)東部アル

プ(OsトA1b)ライン高原地帯(Hochrhein-Gebiet)アノレ

プス前縁山地(則penVorland)に分かたれている.

第6鰯ケッチンゲン大学地質学吉生物学教室(Geolo幽ebes-P批｡皿to

i◎幽必鯛至鵬搬淡遥鮒Gる鮫途雛滋｡磁限㈱1激)の金最

第7図南ドイツ･シ世ワｰペン地方葦坤部ユ多系

(Dogger)コロナｰテン綴(Co正｡natenschi･

chte口)の菊石化石ケッチンゲン大学標本

陳列室にて

第8図ハノｰバｰ市西方のオｰペルキルベン(Ob縦nkirche口)付近の下部白亜

系ウィｰルデン層(Wea1do皿)産魚類化石(Lep1dotu5m血teui)ケッチ

ンゲン大学標本陳列室にて�
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地質図幅部には所長直属の古生物課岩石課総合地

質図編纂課が所属している.

地質図幅部では主として2万5千分の1地質図幅およ

び説明書が公刊され1965年までに123図幅が完成し

州の56%に相当する.このほかにも5万分の110万

分の120万分の160万分の1100万分の1が出版

され20万分の1をのぞいて説明書も公刊されている.

鉱床部:鉄鉱課非鉄金属課岩塩･カリ塩課ほ

たる石･重晶石課石油課岩石･土壌課地球物理課

に分かたれて州の地下資源の開発が進められている.

水理地質･水資源供給部:バｰデンおよび南部ヴ

ユルテンヘノレグ･ホｰエンツォレルン地方課(Landes･

teileBadenmdS舶w廿rttembe暗Hohenzollem)北部

ヴユルテンヘノレグ地方課(Landeste11Nordw肚ttemberg)

鉱泉課(Ba1neologie)に分かたれている.

基盤地質部:バｰデンおよび南部ヴユルテンベルク

･ホｰエンツォレルン地方課北部ヴユノレテンベルク地

方課地盤機構学実験課(BodenmechanischesLabora-

tOriu㎜)に分かれている.

土壌地質都:土壌地形測量1土壌物理課･土壌資源

図幅課(縮尺5000分の1)農耕土壌相談課林業土壌相

談課土壌研究課に分かたれている｡

cheGeologischeLandesanstalt)およびヴユルテンベル

ク地質調査所(W肚ttembergischesStat1stischeLandes-

a耐)に分かれていたのでその当時の出版物を下記にか

かげる.

�

2､

㌮

����来�敲�摩獣���汯�獣��慮��渭

却��

����来�敲���楳捨�������

W竈rttembergisch㎝Statistisch㎝Landesamts

Ja㎞esheftederGeo1ogischenAbtei1㎜gdesW舳te･

mbergischenStat三stischenLandesamtes

大戦後しばらくして両地質調査所が合併しバｰデン

ｰヴユルテンベルク地質調査所として発足してからの出

版物は下記の通りである.

工.

㈮

3､

����湧������獣��慮��浴�楮

Baden-W肚tt㎝コberg

�桲��晴���漱�楳捨�������湂���

W舳emberg

Er焔uterungenzuderBodensch計2ungskartevon

Baden-W遣rttembe了g1:5000,Freib岨gi.Br11957

3､人員配綴科学官16名研究員16名農業技術

研究員2名常勤協力研究員12名事務官および事務員

17名実験技術員10名製図技術員10名自動車運転技

術者4名総計87名の職員が調査研究ならびに管理業務

に携わっている.

地質図幅以外の出版物についてお知らせしよう.

バｰデンｰヴユルテンベルク地質調査所は錦二次大

戦前から大戦後にかけてバｰデン地質調査所(Bad1豊一

バイエルン地質調査所

��敲楳捨��漱�楳捨�����琩

所在地:8MOnch㎝22,prin2regenten-strasse28.

鱒鞠韓鞠韓鱗雛

第9図バｰデンｰヴユルテンペルグ州全域の100万分の1地質

図幅地質図幅説明書も刊行されている(19強11955

バｰデンｰヴユルテンペルグ地質調査所刊行)

第10図南西ドイツ大地塊の構造地質概観図(1950年ヴユルテンパルグ

地質調養所のD一一Wa1晦Car1eによリ刊行された)�
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1.環境バイエルン州はバｰデンｰヴユルテンベ

ルク州の東方に位置し北は東ドイツに東はチェコス

ロバキア(Tschechos1owakei)南東はオｰストリｰ

(6ste･reich)に接している.バイエルン州は地理地

形風俗言語などにおいて南ドイツの典型である.

たとえばバイエルン州ではきわめて聞きにくい高地標

準ドイツ語(Hochdeutsche)が語られている.チロルノ･

ット(Tiro1hut)に似た帽子もこの地方に流行している.

またバイエノレン独特の地方色豊かな衣裳もみられる.

時折家々の外壁たどに大きく描かれた色彩豊かな絵画

をみかけるカミこれたどもこの地方の特色であろう.

私は1965年のドイツ連邦地質調査所(Bundesansta1t

f肚Bodenforschmg)留学当初2ヵ月間をミュンヘン

市(M岱nchen)の南80㎞のところにあるアルプス北辺の

山村コッヘノレ(KocheIamSee)のゲｰテ･インスティ

チュｰト(GoethひInstitut)で過ごしたのでバイエルン

州のあるいは南独の印象はきわめて深い.すでに地

質ニュｰス145号にコッヘルの様子桂どをお知らせし

たのでご参照願いたい.

それではバイエルン州の地質を概観してみよう.チェ

コスロバキアのべ一メノレ･ワノレド(B6hmerwald)ある

いはその国境近くのフランケンワルト(Frankenwald)

フィヒテル山脈(FichtelGebirge)オｰバｰフェルツア

ｰワノレド(Oberp倒zerWa1d)およびバイェリッシャｰワ

ルド(Baye･ischerWald)にはこの地方で最も古い先カ

ンブリア紀(Prakambrium)アノレゴンキュム(Algonkium)

のカッツヒュツタｰ層(Katzh肚terSchichten)をはじめ

としてカンブリア紀(Kambrium)オルドビス紀

(O･dovi･ium)シルル紀(Si1ur)デボン紀(Devon)石炭

紀(Karbon)二畳紀(Pem)の地層バリスカンの花闇

岩(Granit)花闇閃緑岩(GranOdiorit)片麻岩(Gneis)な

どの岩石カミ広く分布し古くからヨｰロッパの古期岩石

群のひとつの重要たフィｰルドとして研究されていると

ころである.

さてバイエルン州の北西部に目を転ずるといわゆる

フランケン地方(呪terfrankenMittelfranke貝○berfran･

ken)には典型的なドイツ相三畳系(G棚伽iscbeT水

asf秘曲が広く分布し西部から東部にむかってブン

トサンドシュタイン(Buntsandstein)ムッシェルカルク

(Muschelka1k)コイパｰ(Keupe工)の地層が重畳してい

る.さらに中部バイエノレンのフランク･アルプ(Fr註阯

kischeA1b)地方にはユラ系(JurassischesSysteIn)が広

く分布し下位からライアス(Lias･Schwarze工Jura)ド

ッガｰ(Doggeτ･BramerJura)マルム(Ma1皿･Weisser

Jura)の地層に分かれ総じて石灰岩(Kalkste1ne)ド

ロマイト(Dolomit)泥灰岩(Me･gel)が多い.

これらの山地の南がすなわちオｰベルバイエルン(Ob-

erbayem)地方でその北部を占めるアルプス北縁の高

原地帯(Alpenver1and)には漸新統(O1igoz査n)や中新統

(Mioz註n)の典型的なモラッセ堆積物(Molasse)が分布し

ている.さらにこのモラッセ盆地の南側のバイエル

ン･アノレプス(Baye･ischeAlpen)の麓には山岳氷河の

古期氷堆石(A1tereMor邑nen)および新期氷堆石(Jmg一

汕0r註nen)が谷間をうずめて分布し前者はギュンツ氷

期(Gunzeiszeit)ミンデノレ氷期(Minde1eiszeit)リス氷

期(Risseis･eit)の氷堆石を後者はヴユルム氷期(W血r-

meiSZeit)の氷堆石を含んでいる.

バイェ1レン･アルプス(BayerischeAlpen)やチロル

(Tiτol)地方ではオｰストリア領のインスブルック(In-

nsbruck)の東方に二畳系や古期古生層あるいは片麻岩

類(ParagneissundOrthogneiss)などからなるグレｰワ

ッケ帯および中央アルプス結晶質岩石(Grauwack㎝

第11図南ドイツのガル麦ツジ胤串バルテン率ルベン(G鮒㎜童艶汰汐銚色皿

kichen)の町並後方にはバイエルン･アルプス(B町erische

Alpen)がそびえる

第工2灘コッヘル(陥ホ督1)の山村の冬景色後方の山地に

は東アルプス帯(OstalpineZone)に屈する三畳系

が主として公称する�
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策15図ミュンヘン市郊外にあるリアム(Ria㎜)空港

ZoneundZentralalpinesKrista11in)が分布しこの北

側にはアルプス地向斜(A1pidischeGeosy捌ine)の堆積

相である三畳系ユラ系白亜系などを主とする東アル

プス帯(OstalpineZone)がありその北辺はザルツブル

ク(Sa1zburg)やコッヘル(Koche1amSee)におよんでい

る.さらに北側には幅せまく上部白亜系を主とする東

アルプス･フリッシュ帯(Osta1pineF1ysckZone)があ

る.ちなみにバイエルン州の地質に関する文献を2,3

かかげておく

1.05karKuhη(1964)Geo1ogievonBayem

㈮�祥物獣�����獣��慮��浴������楳�

捨���癯湂����〰〰�睥楴��慧攀

mitEr1軸temngsheft

3.BayerischesGeologischesLandesamt(1955)GeoIogis･

cheUbersichtskartederS出deutsch㎝Mo1asse1:

300000m三tEr1autemngsheftund3ProfiItafe1n

このほかにはバイエルン地質調査所によって刊行され

ているGeologicaBavaricaをはじめとして2万5千

分の1地質図幅5万分の1地質図幅10万分の1地質

図幅が出版されているので地域地質を研究するために

はぜひとも必要である.しかしながらこれらの地質

図幅はいまだバイエルン州の全体をカバｰするにいた

っていないのは遺憾である.

バイエノレン地質調査所はバイエルン州の首都ミュンヘ

ン市(M竈nchen)に所在する.ミュンヘン市はバイエル

ン州の南部のアルプス前縁山地(AlpenvOrland)の一部に

位置し標高520mである.周辺は漸新統や中新統の

典型的なモラッセ堆積物(Molasse)とアルプス山岳氷河

の氷堆石(Mo曲e)の地質にめぐらされている.在お

バイエルン･アルプス(BayerischeA1pen)の山中から流

れ出す有名なイザｰル河(ISar)はミュンヘン市の中央

部を南から北へ流れドナウ河(DOnau)へそそぐのであ

る.ミュンヘン市は人口120万人を擁しベルリン市

(Ber丘n)やノ･ンブルグ(Hamburg)についでドイツ連邦

共和国第3番目の大都市である.ミュンヘン市は芸術

の都ビｰルの都として古くから世界の国女の人女か

ら親しまれているが南ドイツの文化交通産業の中

心地でもある.市郊外のリァム空港(R三a皿)からはドイ

ツ国内をほじめとしてヨｰロッパ各国世界各国間の

空路が開けておりベルリンハンブルクポンフラ

ンクフルトとともに国際都市に数えられる.ミュンヘ

ン市を中心としたドイツ国鉄(DieDeutscbeBund附

bahn)の便もきわめてよい.

私は滞在中2回ばかりミュンヘン市を訪ねる機会に

めぐまれた.1回は1965年1月と2月の南独コッヘル

(KOche1amSee)滞在中にもう1回は同年9月に国

際水理地質学会の巡検旅行に参加してバイエルン州に

向かった折であった.卒直に言ってミミンヘン市の印

象は建造物その他において近代化したベルリン市

ハンブルク市あるいはフランクフノレト市とほ異なって

800年の歴史を誇るにふさわしい素朴さにあふれけば

けばしさもなくドイツ本来の姿をあらわした町である

という感を深くした.

このようた町に1472年に創立されたミュンヘン大学

第13図スイス領ユングフラウ(Jung缶如)の麓クライネ･シャイデック

(K1eiIleScheidegg)から有名なアイガｰ氷壁(Eigema聰d)

をのぞむ

第1垂図スイス領ユングフラウヨッホ(Jung缶洲joch)から

ヨｰロッバ最大といわれるアレッチ氷河(Alets凸g･

1e鮎her)をのぞむ�
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(Ludwi堅Max五mi1ians･Universit誉tM岱nchen)があり内

外から集まる学生数は2万名を越えるといわれ日本か

らも古くから数多くの学生が留学している.また1965

年2月古生物学地史学教室のテｰム教授(Pr0£Dr･

RichardDehm)および結晶学･鉱物学教室でご研究

中の是川正顕博士を訪問しそれぞれ教室を見学させて

いただいた.ボン大学でもそうであったカミ中近東や

アフリカの諸国から留学し研究中の者がきわめて多い

のには注目した.ミュンヘン市を訪ねて大学や州地

質調査所を訪問することは重要であるカミもし時間に余

裕があるならば大寺院であるフラウェン寺院(Fraue吐

蛤rche)1740年～17μ年に建立された旧市庁舎(A1tes

Rathaus)旧王宮であるレシデンツ(Reside㎜)1903年に

創立され自然科学をはじめ工業鉱業工芸に関する資

料の豊富なことで世界随一といわれるドイツ博物館

(DeutschesMuseum)ドイツ有数の美術館でありヨｰ

ロッパの名画を豊富に収集した芸術の家(Hausde･

Kunst)などを晋びとも見学されることをおすすめする.

在おミュンヘン市はビｰルの都としてその名を知ら

れるごとく毎年10月に1語かれる10月祭にオクトｰバｰ

フエスト(0ktoberfest)はまさにビｰルの祭典でこの

期間にはミュンヘンのビｰノレが100万リットルも飲ま

れるということである.民族衣裳もこの機会にみるこ

とカミできミュンヘン市民あるいはバイエルン地方の人

々の純真なそして素朴な心情にふれることができるの

もこの10月祭である.

バイエルン州にはミュンヘン市のほかに大きな町と

してウノレッブルク(W肚zburg)ニュ_ルンベルグ

(N廿nberg)バイロイト(Bayreuth)アウグスブルク

(Allgsburg)エアランゲン(Erlangen)恋とがある.ウ

ルツブルクには1582年に創立されたウルツ

ブルク大学(JuIius･Maximilian-U㎡vereエsi傲

W肚zbu｢9)がエアランゲンには1743年に創

立されたエアランゲン大学(Friedrich一刈ex･

ander･Univeエs三t萱tErlangen)がある.

2.機構私は1965年9月国際水理地質

学会の巡検を終えて1ヵ月ばかりの孝一ス

トリｰ(OSterreiCh)イタリア(工滅y)スイ

ス(Schweiz)フランス(Fra企r命h)旅行に

でかけるに先立ってミュンヘン市に遂買ば

かり滞在することができた白その聞讐月艀冊

査所の外国局外国研究者研修課長のブッツァ

ｰ博士(D篶胤耽漉r)のご厚意ぽよりご

連絡いただいたバイエルン地質調査所を兇学

の目的をもって訪問することとした.

バイエルン地質調査所はミ風ンヘン市の東部のイザｰ

ル河にほど近いプリンツレｰゲンデン街にありこの近

くには葵術の球(H鮒derK秘鮒)や自然博物館(N友一

ti⑪脇三卿蹴狐)がある､27目午前9時ごろ私は地質

調査所に所長のナタｰン博士(脳拙torDLHansNa･

th醐)を訪ね来意を告げて挨拶し淀｡あらかじめブッ

ツァｰ博士からの連絡があったため岩石･鉱物･鉱床

宙地球物理部長のトイシャｰ博士(DLOttoTe概be･)

が来られて所内を案内していただくこととなった岳

トイシャｰ博士は東慶大学の渡辺満男教授をよく知って

いるといって秘紀漢で親切にしてくだ害っ花硅

以下にトイシャｰ博士のご説明を加えながら機構を

解説しよう.所長の下につぎの6部が運営されている.

管理都:所長のナタｰン博士が部長を兼務し管理

業務の運営にあたっている.

地質図幅部:所長のナタｰン博士が部長を兼務し

地質図幅の調査研究業務の運営と指導にあたっている.

地質図幅は2万5千分の15万分の110万分の1

の縮尺によって調査研究が進められている.2万5

千分の1地質図幅はすべて説明書付で刊行され1955年

以来57図幅がすでに出版されているカミハイェルン州の

10分の1が完成されたにすぎない.5万分の1地質図

幅は1953年以来2図幅ユO万分の1地質図幅は1951年以

来5図幅完成しているのみである.ここで2万5千分

の1地質図幅(面積は125～145平方キロメｰトルで日本

の5万分の1地質図幅の25～40%に相当する)の調査研

究のためにどの位の期間地質調査にでかけるかと尋ね

第王6圏ミュンヘン大学沓生物学地吏学教室の

テｰム教授(Pro{.Dr.Rich町d

D出m)左側はフエルスタｰ博士(DL

Rei心町dF舳teτ)

鰍聰ミ風ンヘン大挙の地理学帯地質

学･鉱物学･岩石学教室の表玄

関にて筆者�
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策20図バイエルン地質調査所の写真宝宥側トイシャｰ博士

(Dエ.OttoTeuscher)左側は写真技師

たら一般に6ヵ月間ないし12ヵ月間を要するという答

であったためあまりに長期間にわたるのには驚いた.

しかし冷静に考えると地質学の分野である岩石学

鉱物学鉱床学層位学地吏学古生物学構造地質

学堆積岩石学などが急速に発展を続けている現在に

おいて長期間を要することは底るほど無理からぬこ

とと感じている.この地質図幅調査研究には地質調

査所の研究者だけではなく大学の教授が助言したり

学生が協力することが大幅に認められているようである.

また各研究分野の専門家によって徹底的に検討される

ということである.さらに地質図幅が完成してから印

刷までには最大限3ヵ月夜いし4ヵ月を要し1カ年

間に5図幅ないし8図幅が出版されるということである.

バイエルン州では上述の地質図幅のほかに1957年に､

出版された80万分の1地質図幅と1964年に出版された

50万分の更地質問幅があり後者には説明書もあって

バイエルン州の地質を勉強するのには好伴侶である｡

第ユ8図ミュンヘン市にある新市庁舎(N㎝esRa凸aus)後方左側に

見えるのは市第一の大寺院といわれるフラウェン寺院(Frau㈱一

kiτche)

岩拓･鉱物･鉱床･地球物理部:トイシヤｰ博士

が部長の職にある.岩石学研究では火成岩を対象とす

るばかりではなく堆積岩石学も考究され遠心分離器

や粒度分析装置荏どカミ完備している.鉱産資源として

は酉ドイツの産出額の70%の螢石60%のカオリン柱と

が重要恋ものでこのほかに鉄鉱褐炭石灰岩石

膏などがある｡地球物理学研究ではウラニュｰム資

源探査は進められているカミ地震探査法は一般に行たわ

れ狂い.もし必要とするときには大学やドイツ連邦

地質調査所との協同調査研究が実施されるのである.

水資源･宿泊･天然ガス部:ガンス博士(Dr･Ortwin

Ganss)が部長の職にある.水資源としてはシュワｰ

プ.アルプやフランク･アノレプのユラ系石灰岩地域に賦

存する地下水やアルプス北縁地帯に分布する氷堆石か

ら湧出する地下水は重要である.さらにアルプス北縁

地帯のモラッセ盆地の漸新統に賦存する石油は主要なも

のである.

土壌地質部:コｰル博士(Dr.FriedrichKohl)が部

長の職にある.バイエル州は西ドイツのなかでも広

大な農業地を控え土壌地質部は重要な調査研究機関と

なっている.ここの大きな研究はバイエルン州の各町

村の5千分の1の土壌評価図を公刊することであるカミ

現在までに25年かかって5300町村の土壌評価図が完成し

ておりユ700町村の図が未完成であるという.このほ

かに2万5千分の1の土壌図がわずかに5図幅説明

書とともに完成している.さらにバイエルン州の100

万分の150万分の110万分の1の土壌一覧図カミある.

工学地質･構造地質部:ケノレナｰ博士(Dr.Hel一

㎜破鮎me･)が部長の職にある.この部では主として

第19図ミュンヘン市にあるレジデンツ(Residenz)もとのヨ三宮�
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土質の耐圧検査が行なわれたり高層建築物道路工事

ダムサイト工事にともなう地盤の各種調査研究が実施

されるのである.

;.人員配置:科学官および研究員27名技術官

1名(製図技師長)製図技師21名一般技術員および実

験技術員14名事務官1名(管理官)事務員13名自動

車運転技術者および郵便物書類運搬者4名清掃員7名

の総計88名の職員が調査研究ならびに管理業務に携わっ

ている.このほかに7名の非常勤協力研究員が調査研

究に参加している.

あとがき“西ドイツの旅"もようやく5篇を

重ねおもにゲｰテ･インスティチュｰト(Goeth剥鮒

titut)ドイツ連邦地質調査所(Bundesansta1t舳rBod鮒

forschmg)およびドイツ連邦共和国の各州地質調査所の

1機構と環境についての現況をお知らせしてきた.ドイ

ツの地質などについては稿をあらためることとして

“酉ドイツの旅"を本稿をもっておわりとする.5篇

を振りかえって文章のったなさと資料の乏しさを痛感

するのであるがこれからドイツ連邦共和国へ旅立淀れ

ようとする方々あるいは関心のある方々にいくらか

でもお役に立つことがあるならば望外の喜びである｡

5篇をまとめるにあたってはドイツ連邦地質調査所

の厚意により提供された資料および滞西独中みずから

撮ることができた写真資料にもとづくほかに下記の資

料なども参考にしている.

1.Organisat三〇nsp1註neundPersonalbestand細r

Bundesanstalt舳rBodenforschungundder

GeologischenLandes註皿terderBundesrepub1独

�畴獣�慮搬�漱�楳捨�慨牢�桂慮��

���

2.Yerzeichnisver脇u理｡her■Ver舶ent1ichungender

Bundesansta1t紬rBodenforschungunddes

3｡

�

5｡

N云嚢d販鹸｡hs三schenLandesamtes拙rBodenforsc-

h似㎎｡臨鵬wer,1963幸

Di籔V節破鋤宜至表出ぴ皿gend鵠遭ayerischenGeo1ogis-

ch簿ゑL慧篶豊⑧§節ntes圭M並nchen,1965.

V鮒澱豆曲拙憲舶夏yonGeo1oξischeuL劉ndesa㎜亡in

勘d脈W砒雌皿berg､冊eiburg,1965.

D鉱G⑩搬S虹e皿At1a§争MairsGeo豪岬hischer

y琶資油讐｡Stuttg潰rt,196S.

螂4年王2月から1965年12月にわたる五ヵ年間の滞西独

研究はドイツ連邦地質調査所の招き1はり1964年度科

学技術庁パｰトギャランティｰ留学生として“中古生代

の層序学的古生物学的研究"の員的でドイツ連邦地質調

査所へ出張を命普られたものでありこの在外研究なら

びに;{ドイツの旅"5篇の編集にさいしてお世話ぽなっ

た内外の多くの方冷に感謝の意を表し厚くお礼申上げ

る(澄配預ドイツの旅⑳1蛎号②15⑰号③157号④

峨号(繁謝沸質部)

第22図バイエルン地質調査所刊行の10万分の1地質図幅戦後バイエ

ルン･アルプス地方において4図幅フランケン地方で1図幅

が刊行されている

第21図バイエル1/地質調査所刊行の2万5千分の1地質

図幅地質図幅翫明藩も刊行されている･1955

年以来57図幅が出版されておりバイエルン州の

10分の11こ相当する

第23図南ドイツ･モ?ツセ盆地の30万

分の1地質概略図説明書(1955

年バイエルン地質調査所刊行)

第24図バイエルン地質調査所の定期刊

行出版物ジュオ日ジカ･ババ

リカ(GeologicaBaYal=ica)�




